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平成 29年 2月 27 日 

報道各位 

住友不動産株式会社 

 
旧耐震基準ビル 4 棟と木造住宅 2 棟の建替え再開発 

「(仮称)麹町四丁目計画」着工 
東京都特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化 

 
住友不動産株式会社（本社：東京都新宿区西新宿 2-4-1、代表取締役社長：仁島浩順）は、東京都 

千代田区麹町にて開発を進めている「（仮称）麹町四丁目計画」が、このたび建物本体工事に着手したこ

とをお知らせいたします。 

本計画は、麹町駅徒歩 1 分、半蔵門駅徒歩 6

分、四谷駅徒歩 7分、永田町徒歩 8分と 4駅 6

路線利用可能で交通利便性が高い好立地で、東

京都が沿道建築物の耐震化促進を図っている

特定緊急輸送道路※に指定された新宿通り（国

道 20 号線）沿いに位置しています。従前にあ

った旧耐震基準のビル 4棟と木造住宅 2棟の計

6棟の複数ビル建替え再開発を行います。 

 

当ビルは、新宿通りに面する外観の外周部を

斜めの面で額縁のようにし、その内側の中心部

を通りに平行にダブルスキンのガラスカーテ

ンウォールとすることで、立ち並ぶビル群の中

で様々な表情を映し出すファサードデザイン

としました。 

 

また、免震構造を採用し、万が一の事故や災

害に備え、三重のバックアップで停電リスクを

回避します。（①2回線受電方式、②送電停止の

場合、中圧ガスを使い最低 10 日間以上発電、

③ガス供給停止の場合、非常用発電機で 72時間電力供給）また、EV自動仮復旧システムの採用や地下

1階に防災備蓄倉庫を設けるなど、BCP対応に優れた最新設備でテナント様の事業継続を支えます。 

 

 

 

 

 

 

 

※特定緊急輸送道路と沿道耐震化について 

東京都は、災害時の救急救命・消火活動など復旧復興の生命線となり、首都機能維持のため極めて重要な道路のうち、特に重要な道

路を「特定緊急輸送道路(※)」と指定して沿道建築物の耐震化促進を図っております。（※事例：新宿通り、第一京浜、環状八号線、環

状七号線、青山通りほか） 

東京都は「東京都耐震改修促進計画」を策定し、特定緊急輸送道路の沿道の耐震化率を 2016年度末の 82.7％から東京五輪前の 2019

年度末までに 90％、2025年度末までに 100％へ引き上げる目標を掲げています。特定緊急輸送道路の沿道建築物は計 1万 8,464棟あ

り、16年末時点で 1万 5,269棟が耐震性を満たしました。耐震性が不足する建物は 3,008棟、耐震診断をせずに耐震性が不明な建物は

187棟となりました。都は耐震化を促進すべく、建物所有者へ支援制度の説明並びに改修計画の提示などを開始しています。 

＜建物完成予想図＞ 
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◆フロア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆概要 

【所在地】東京都千代田区麹町四丁目 2番 3、4、5、6号他（地番） 

【敷地面積】1,683.70㎡（509.3坪） 

【延床面積】13,487.21㎡（4,079.8坪） 

【 構 造 】S造、一部 RC造、および SRC造、免震構造 

【階数高さ】地上 10階建て・地下 1階／高さ 52.77m 

【 設 計 】株式会社 INA新建築研究所 

【 施 工 】清水建設株式会社 

【 竣 工 】平成 30年 4月末（予定） 

 
 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞ 

広報部 TEL：03-3346-1042  担当：内藤 

＜位置図＞ 

 


